
��������	 �

　

町
が
昨
年
7
月
か
ら
取
り
組
ん
だ
「
行

財
政
シ
ス
テ
ム
再
構
築
プ
ラ
ン
」
が
3
月

末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ラ
ン
策
定
に
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
多

く
の
新
し
い
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
（
素
案
）
が
で
き
る
前
に
、
町

内
の
各
団
体
が
参
加
し
た
「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
や
世
代
別
の
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
「
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」、
プ
ラ
ン

（
素
案
）
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
た
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
な
ど
を
実
施
し
、
町

民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
作

り
上
げ
ま
し
た
。

　

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
や
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
住
民

参
画
制
度
を
、
今
後
も
広
く
取
り
入
れ
て

い
く
予
定
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
を
本
部
長
と
す
る
当
別
町

行
財
政
シ
ス
テ
ム
再
構
築
推
進
本
部
を
中

心
と
し
て
、
全
庁
を
上
げ
て
プ
ラ
ン
実
現

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
」
や
「
情

報
の
共
有
」
な
ど
、
住
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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「
業
務
の
効
率
的
な
執
行
と
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
や
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
」
な

ど
、
少
子
高
齢
化
、
分
権
型
社
会
に
対
応
し
た
施
策
の
再

構
築
を
進
め
ま
す
。
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「
職
員
の
意
識
改
革
」
や
「
人

件
費
の
抑
制
」
な
ど
、
簡
素
で
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
組

織
体
制
の
再
編
を
進
め
ま
す
。
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「
歳
入
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
」
や
「
公
債
費
管
理
の
適
正
化
」
な
ど
、
健
全
な
財
政

運
営
と
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
を
進
め
ま
す
。
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当
別
町
の
地
域
価
値
を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
、
９
項
目
の
重
点
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
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プ
ラ
ン
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成　

年
度

２０

ま
で
の
財
源
不
足
額　

億
8
千
万
円
の
解
消
を
図
り
ま

２２

す
。　
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3
月　

日
に
第
7
回
プ
ラ
ン
策
定
検
討
会
議
を
開
催
し
、

25

住
民
説
明
会
で
の
意
見
や
提
言
、
3
月
定
例
町
議
会
で
の
議

論
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
町
が
取
り
ま
と
め
た
再
構
築
プ
ラ
ン

の
最
終
案
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
、
策
定
検
討
会
議
で
の
検
討

は
終
了
し
ま
し
た
。
会
議
の
中
で
泉�
町
長
は
「
委
員
の
方

に
多
く
の
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
い
て
最
終
案
が
決
定
し

感
謝
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
住
民
と
の
協
働
で
進
め

て
い
く
も
の
で
、
今
後
も
ご
協
力
願
い
た
い
」
と
委
員
さ
ん

へ
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

9
カ
月
間
に
7
回
の
会
議
を
開
催
し
、
出
席
さ
れ
た
委
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
と
、
再
構
築

プ
ラ
ン
に
対
す
る
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 　  再構築プランの内容は町のホームページでご覧になれます。また、次の場所でも閲覧・配付をしています。
　　　 　【役場１階環境対策課カウンター・太美出張所・ゆとろ・公民館・総合体育館・西当別コミセン】
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廣重座長廣重座長

大塚委員大塚委員

川原委員川原委員 宮永委員宮永委員 高島委員高島委員

久保委員久保委員

河村副座長河村副座長

下段委員下段委員石本委員石本委員 八木委員八木委員
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　この日午後2時15分に皇宮警察の音楽隊が
“君が代”を演奏始めた瞬間、2,000人くらい
の紳士淑女がいた赤坂御苑が一瞬にして静寂
な空気に包まれました。
　私達夫婦のはるか100mくらい先に天皇皇
后両陛下と皇族がお着きになられたのが目に
入りました。
　両陛下の予定された500mくらいのお道筋
に全国からお招きされた方々が場所の良いと
ころでは七重八重に並ばれて、ところどころ
で陛下がお言葉をかけられているので私達の
前までは随分時間が過ぎたが、背の低い妻は
お姿が見えないので指定されたところから移
動することにしました。
　やっと皇后陛下のお姿が見えて妻はそのふ
るまいの美しさにみとれていました。
　自分の前を陛下が去られたら帰られた方も
おられたが私達は再び移動してゆっくりお目
にかかることにしました。
　そしてついに天皇陛下とお言葉をかわす機
会に恵まれました。宮内庁の方もおられまし
たが私は意を決して名乗り出たのでございま
す。三つの会話でございました。なんとその
後、妻までが紀宮様に「御婚約おめでとうござ
います」と申し上げたのには驚きました。
― 30年間私の後援会で一度も正式な挨拶など
したことのない妻が ―
　４０年前に皇太子殿下の時、東宮御所に参内
した時にくらべて、皇室は国民に開かれ親し
みやすくなっていることを実感した園遊会で
ございました。
　今回は少し高級なホテルに宿泊したら外国
人がやたらと多くエレベーターの乗降もレ
ディ・ファーストなので私も外人のまねをし
て妻を優先することにしていたが、家へ帰っ
たらエレベーターはないのでホッとしてい
る。
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  太美スターライト西尾由美子末　広大畑　博行

太美町小野寺幸江弥　生河原　諒一

末　広畠中　正芳東　町緑川   　茂 

太美町菊地　敦子末　広工藤　敏行

幸　町越智　由浩北栄町野口　和之

中小屋高橋　　哲園　生金田　憲一

春日町吉村　昌治春日町須藤　恵子

当別太新森　道博元　町山下　義則

　交通安全指導員は、交通安全を目的として広報啓発活動、交
通安全教育活動、街頭指導活動を行っています。
　4月には、「春の交通安全週間」に真新しいランドセルを背
負った新1年生を、街頭で優しく誘導する指導員の姿が見受け
られました。
　また、各老人クラブや小・中学校で自転車の安全な通行の仕
方や交通安全教室の開催、国道での「セーフティコール」の実
施など、１６名の交通安全指導員が交通事故ゼロを目指して活動
されています。
　交通事故は、人ごとではありません。一人ひとりが交通安全
に気をつけましょう。
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